
　   令和7年度

　   浜岡幼保園

　   担当　石川　

　　　　　2月と言えば節分です。子ども達の『鬼は外！福は内！』の元気な豆まきの声が聞こえてきます。

 　　　子ども達の中にいるウイルスや細菌が全て体の外に出ていきますように。そして成長と共に子ども

 　　　達が丈夫で健康な体になる様に祈っています。

　　　●　けいれんの応急処置　●

　　小さい子どもは大人よりけいれんを起こしやすい

　ものです。　落ち着いて対応しましょう。

　①　安全な場所に寝かせ、嘔吐物がのどに詰まらない

　　ように、顔を横向きにして寝かせましょう。

　②　ボタンなどを外して、服を緩めましょう。

　③　熱を確認する。けいれんがひどく、体温計で測れ

　　そうにないときは、触って熱の有無を確認しましょう。

　➃　子どもの状態を確認しながら、けいれんしている

　　部位や、顔色など全身状態をチェックして動画撮影する

　　など、記録しておく事が大切です。

　※　救急車を呼ぶ際、けいれんがおきた時間、どのくらい

　　続いたか、けいれんの部位、意識があるかどうか、体温

　　など伝えられるようにしましょう。

ほけんだより 2月号

全国的にまだインフルエンザが流行してい

るようです。

この時期、人ごみへの外出はなるべく避け

るようにしましょう。また、発熱して医療機関

を受診しても、インフルエンザか、単なるかぜ

なのかがすぐには診断できない場合がありま

す。受診した翌日は、ご自宅で様子を見てい

ただいた方がよいと思います。

インフルエンザにかかった場合は、医師の許

可が出るまで「登園禁止」となります。

子どもはウイルスに対する免疫が弱く、大人より

もかぜやインフルエンザにかかりやすい傾向が

あります。 ビタミンCは体の抵抗力を高め、万一

病気になっても回復を早めてくれます。普段から

食事に取り入れて、病気になりにくい体作りをしま

しょう。 特に新鮮な果物や野菜には、ビタミンC

が豊富。ビタミンCは、水に溶けやすい性質があ

るので、スープや鍋がおすすめです。

今年のインフルエンザ

ウイルスは手強いの？

先日のニュースで、１２月にインフルエンザ

A型にかかったばかりなのに、１月に入り、ま

たA型と診断されたり、B型にかかってしまっ

たと言われていました。

一度感染したから・・・と油断せず、 冬に

流行するインフルエンザ、新型コロナウイル

ス、感染性胃腸炎など、上手なうがい・手洗

い・換気を行い、感染症を予防

しましょう。 しっかりと休息をとり、

風邪に負けない体を作りましょう。

先月の歯科検診で、残念ながら

虫歯が出来ているお子様が多く見ら

れました。

ぶくぶくうがいが出来るようになる

２歳くらいからは、自分で歯ブラシを

した後、大人が仕上げ磨きをして

あげるように習慣にしていきましょ

う！


